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受
験
の
動
機

　
昭
和
60
年
の
宅
建
試
験
か
ら
35
年
以
上
、
国
家
試

験
の
受
験
勉
強
は
全
く
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

幹
部
社
員
が
受
験
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
刺
激
を
受

け
、
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
、
今
後
は
自
社
に
と
っ
て

も
顧
問
先
に
と
っ
て
も
、
中
小
企
業
の
人
事
・
労
務

は
よ
り
一
層
必
要
で
あ
る
と
思
い
、
一
念
発
起
し
ま

し
た
が
…
…
。

受
験
３
回
目
で
合
格

　
３
回
目
の
受
験
と
な
る
令
和
４
年
、
落
ち
て
も
通

っ
て
も
「
今
回
で
最
後
の
挑
戦
に
す
る
」
と
公
言
し
、

背
水
の
陣
で
挑
ん
だ
結
果
、
運
よ
く
合
格
し
ま
し
た
。

　
受
験
後
は
、
や
り
切
っ
た
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
試
験
が
８
月
28
日
で
、
合
格
発
表
が

10
月
５
日
と
１
カ
月
あ
ま
り
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
間
、
答
え
合
わ
せ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
に

言
っ
て
さ
し
て
自
信
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
答
え

合
わ
せ
を
す
る
の
が
怖
か
っ
た
か
ら
で
す
。
感
触
と

し
て
は
、
択
一
式
は
少
な
く
と
も
45
点
、
う
ま
く
い

け
ば
50
点
く
ら
い
取
れ
て
い
そ
う
で
、
選
択
式
は
社

一
（
社
会
保
険
に
関
す
る
一
般
常
識
）
と
労
一
（
労

務
管
理
そ
の
他
の
労
働
に
関
す
る
一
般
常
識
）
が
微

妙
と
い
う
印
象
で
し
た
。

　

試
験
の
翌
日
、
こ
の
３
年
間
の
受
験
に
関
す
る

テ
キ
ス
ト
や
サ
ブ
ノ
ー
ト
、
問
題
集
、
そ
し
て
約

Experience Note
合
格
の
方
程
式
は﹁
知
識
×
継
続
力
×
情
熱
・
熱
意
×
運
﹂

令
和
４
年
度︵
第
54
回
︶社
労
士
試
験
合
格
体
験
記

ひ
ょ
う
ご
税
理
士
法
人 

代
表
社
員
　
税
理
士
・
公
認
会
計
士
・
行
政
書
士
　
妹
尾
芳
郎

ひ
ょ
う
ご
税
理
士
法
人
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
の
創
業
者
で
代
表
の
妹
尾
芳
郎
氏
（
写
真
）
は
、
今
後
の
自
社
お
よ
び
顧
問
先
中
小
企
業
の
双
方
に
と
っ
て
必
要
と

の
判
断
の
も
と
、
令
和
２
年
か
ら
社
会
保
険
労
務
士
資
格
の
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
60
歳
を
超
え
て
か
ら
の
受
験
勉
強
に
は
体
力
や
記
憶
力
の
低
下
と
い
っ
た
ハ

ン
デ
も
あ
っ
た
が
、
試
験
対
策
講
座
や
過
去
問
サ
イ
ト
、
受
験
情
報
誌
な
ど
を
活
用
し
、
試
験
科
目
ご
と
に
サ
ブ
ノ
ー
ト
を
作
成
。
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
が

最
後
と
、
背
水
の
陣
で
臨
ん
だ
３
回
目
の
受
験
で
見
事
合
格
を
果
た
し
た
。
そ
の
勉
強
法
の
詳
細
や
科
目
ご
と
の
攻
略
ポ
イ
ン
ト
、
受
験
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
合
格
体
験
記
と
し
て
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

� 54



57　　月刊実務経営ニュース　2023.02 � 月刊実務経営ニュース　2023.02　　5657

７
０
０
０
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
『
講
義 

社
労
士
合
格
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
』
を
全
て
印
刷
し
た
レ
ジ
ュ
メ
も
一
切
合

切
、
業
務
用
ゴ
ミ
に
出
し
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
！

（
笑
）

　

合
格
発
表
ま
で
の
１
カ
月
間
は
、
毎
日You

Tube

で
予
想
合
格
点
数
、
救
済
（
試
験
の
難
易
度

や
受
験
者
の
平
均
点
な
ど
に
よ
っ
て
合
格
基
準
点
を

引
き
下
げ
る
措
置
）
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま

し
た
し
、
寝
る
前
に
は
不
安
と
期
待
が
交
互
に
押
し

寄
せ
て
く
る
日
々
で
し
た
。

私
の
強
み
と
弱
み

　
私
は
、
数
字
に
は
強
い
の
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん

理
解
力
と
記
憶
力
の
衰
退
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

3
回
目
の
受
験
当
時
66
才
と
い
う
年
齢
や
、
こ
れ
ま

で
仕
事
一
途
だ
っ
た
た
め
、
脳
の
老
化
と
劣
化
、
体

力
の
低
下
、
気
力
の
減
退
に
よ
り
、
30
代
や
40
代
の

頃
と
同
じ
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
勉
強
中

に
ど
う
し
て
も
眠
気
に
勝
て
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
ま

ぶ
た
を
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し

た
。
実
際
、
１
回
目
と
２
回
目
の
受
験
本
番
で
も
、

年
金
あ
た
り
で
睡
魔
と
疲
れ
に
襲
わ
れ
て
つ
い
つ
い

舟
を
漕
い
で
し
ま
い
、
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
問

題
を
読
む
暇
も
な
く
当
て
ず
っ
ぽ
う
で
解
答
し
ま
し

た
。（
奇
跡
的
に
、
前
回
の
国
民
年
金
法
の
結
果
は
、

10
点
中
９
点
と
い
う
好
成
績
?  

で
も
不
合
格
…
…
）

感
想

　
３
回
目
で
運
よ
く
合
格
し
ま
し
た
が
、
選
択
式
は

労
基
法
（
労
働
基
準
法
お
よ
び
労
働
安
全
衛
生
法
）、

労
一
、
国
年
（
国
民
年
金
法
）
の
３
科
目
が
足
切
り

（
科
目
ご
と
の
合
格
基
準
点
を
満
た
さ
ず
不
合
格
と

な
る
こ
と
）
と
紙
一
重
で
し
た
。
選
択
式
は
１
回
目
、

２
回
目
と
も
点
数
は
取
れ
て
い
た
の
で
、
今
回
は
択

一
式
対
策
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。
本
番
で
は
、

選
択
式
の
５
科
目
（
労
基
、
労
災
（
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
）、
労
一
、
国
年
、
社
一
）
で
２
肢
の
ど

ち
ら
が
正
し
い
か
悩
み
ま
し
た
。
選
択
式
は
最
初
の

直
感
が
大
事
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
文
章
の

構
成
内
容
を
も
う
一
度
見
直
し
た
う
え
で
、
労
災
と

社
一
、
労
一
に
つ
い
て
は
最
初
の
答
え
を
変
更
し
ま

し
た
。

　
そ
の
お
か
げ
で
、
各
科
目
３
点
以
上
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
救
済
が
な
か
っ
た
の

で
、
本
当
に
運
は
大
事
だ
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。

1回目 2回目 3回目

令和2年度 令和3年度 令和4年度

選択式 28点 29点 30点

択一式 38点 44点 49点

合否 × × ○

（注）�2回目の令和3年は、選択式は労基法で1点足りず足切り（判例の問題
……知識不足）。択一式は、1点足りず（厚生年金保険法4点、労一・社
一4点）

社会保険労務士試験の受験歴

第５４回社会保険労務士試験の成績通知書

《
合
格
の
方
程
式
》

知
識
×
継
続
力
×
情
熱
・
熱
意
×
運 

妹尾芳郎先生の「令和４年度（第54回）社労士試験合格体験記」



59　　月刊実務経営ニュース　2023.0259

№ テキスト等 良かった点 反省すべき点

1
講義�社労士合

格ゼミナール

①�全て印刷して、令和3年10月～ 4年1月末

に完全読破。過去問もあるので理解度の確

認もできた（ただし忍耐と根気が必要）。

②�直前対策講座はボリューム満点で学習効果

も高い。サブノート作りに役立った。

①�1回通読しただけでサブノートを作成しな

かったため、浸透度は結局不明。No.2の

基本テキストの補助教材にすべきであっ

た。

②�同時並行的にサブノートを3月末までに作

成しておけば、4～ 8月の受験勉強がかな

り楽に進んでいた。

2
安全衛生普及

センター

令和3年度に使用したテキスト。引き続き令

和4年度も利用し、主にサブノート作りの教

材とした（令和4年2月～ 4月末にかけてサ

ブノート作りに専念）。それまではほとんど

手をつけていなかった。

①�サブノートを作成したのはよいが、本格的

に暗記を始めたのは令和4年5月からだっ

た。

②�1～ 2回、目を通しただけで時間的余裕が

ほとんどなかった。No.2をベースにNo.1

を補助教材として、令和4年3月末までに

サブノートを作っておけば後々楽だった。

3
社労士過去問

ランド

①令和4年5月頃から着手した。

②�平成16年～令和3年の18年分をほとんど

解いた。（正解率60%くらい）

③�過去問からは類似問題がよく出題されるの

で、必ず解いておくべき。

①�上記No.1、2を優先したため、取りかかる

のが遅かった。

②�No.1に過去問があるので、その時に間違

えた箇所のみサブノートを作成しておけば

よかった。

③�1回のみに終わってしまった。最低2回は

解いておくべきであった。

4
月刊�

社労士受験

①�令和4年7月頃から着手し、1年分を全て読

み、問題も解いた。

②改正関係は役立った。

③サブノート作成にも利用した。

①�毎月発行しているので、毎月やるべきであ

った。

②�問題を解いたあとの分かりにくいところ

は、サブノートに転記すべきであった。

合格した勝因①

№ テキスト等 良かった点 反省すべき点

5

クレアール

直前対策講座

白書対策講義

3hで労働衛生

法

①�令和4年6月から着手した。（CD講座とテ

キスト）

②受験の前日まで3回、目を通した

　・コンプリーションノート

　・セルフチェックシート

①�令和4年度は、令和3年10月から令和4年

5月まで、ひたすらNo.1、No.2を読んで

ばかりで、耳で聴く勉強をしなかった。

②�6月からCD講座を聴講し、大変新鮮だった

が、少し出遅れてしまった感がある。

③�できれば早めに終わらせたいが、教材の到

着などで遅くなるのはやむを得ない。した

がって、それまでに一通り基本を終わら

せ、サブノートは遅くとも3月末までに仕

上げておけばよかった。

6

模擬試験

・TAC　2回

・LEC　1回

・クレアール1回

　etc.

①7月から4回、事務所内の所長室で受けた。

②�時間を決めて解く（正解率は6割くらい

で、合格ラインに達するまでには至らず）。

③�理解できていないところはサブノートを作

成。

①�模擬試験は5月頃から最低4回は受けるべ

き（自分の弱点、時間配分、学習効果の確

認、etc.）。

②�模擬試験の結果に一喜一憂し、不安を助

長。それよりも復習が大事。常にプラス思

考で切り替え！

7
自家製

サブノート

①�上記No.1が終わったあと、No.2のテキス

トを基に令和4年2月から作成開始。4月末

頃までかかった。

②クレアールの直前対策も利用した。

③�最後はサブノート中心でひたすら暗記をし

た。これが結局、一番効率的で記憶に残っ

た。

①�サブノートはNo.2の基本テキストを基に

ポイントやキーワードを抽出する。試験本

番から逆算して考えると、これらを1カ所

にまとめたものがあったほうが、あれやこ

れやと焦らなくて済む。

②�試験も仕事も人生も全て逆算→ゴールから

考える。

③�できれば3月末までにはサブノートの作成

を終わらせる。

④最終的にサブノート→集約＋記憶＋運

8 労働判例百選

令和3年度は選択式の労基が2点だったた

め、令和4年4月から判例を勉強し、サブノ

ートを作成した。

令和4年度の労基の判例も2点中0点だった。

（読解力ゼロ？）労働安全衛生法でカバーで

きたので、かろうじて3点取れた。

合格した勝因②

妹尾芳郎先生の「令和４年度（第54回）社労士試験合格体験記」
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の
は
令
和
４
年
１
月
末
か
ら
で
、
安
全
衛
生
普
及
セ

ン
タ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
基
に
、
４
月
末
ま
で
か
か
り

ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
取
り
か
か
れ
ば
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

⑵�

受
験
仲
間
が
い
れ
ば
…
…

　
事
務
所
内
で
、
今
年
度
も
う
一
人
社
労
士
試
験
に

合
格
し
た
社
員
が
い
ま
す
が
、
年
齢
差
も
あ
り
、
お

互
い
全
く
情
報
交
換
も
せ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

ス
タ
イ
ル
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
受
験
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
お
互
い
に
切せ

っ

磋さ

琢た
く
磨ま

し
、
刺
激
し
合
え
る
受
験
仲
間
が
い
れ
ば
、

よ
り
勉
強
が
は
か
ど
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

基
本
的
事
項
の
理
解
の
確
認
、
白
書
講
座
の
統
計
数

字
の
確
認
な
ど
を
情
報
交
換
す
れ
ば
、
時
間
の
節
約

や
効
率
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
苦
楽
を
共
に
し
た
同
士
と
し
て
、
合
格
後

も
一
生
付
き
合
え
る
「
人
生
の
友
」
と
し
て
の
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
良
き
仲
間
に
巡
り
合
え
る
こ
と
は
、
一
生
の
宝

物
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
で
も
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
公
認
会

計
士
）
受
験
仲
間
と
定
期
的
に
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
い

ま
す
。

⑶�

最
後
の
１
カ
月
間
は
勝
負
！

　
私
は
、
会
社
に
は
出
社
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
担
当
す
る
お
客
様
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
戦
略
・

営
業
の
仕
組
み
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、

可
能
な
限
り
勉
強
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
普
段
会
社
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
受

験
生
の
方
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
勉
強
を
す
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
き

る
だ
け
有
休
を
取
る
な
ど
、
試
験
優
先
と
割
り
切
ら

な
い
と
、
合
格
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

⑷�

健
康
・
運
動
は
大
事

　
勉
強
に
は
体
力
も
必
要
で
す
。
私
は
試
験
に
備
え

て
下
記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

① 

令
和
４
年
４
月
か
ら
ゴ
ル
フ
・
テ
レ
ビ
・
ア

ル
コ
ー
ル
を
や
め
る

② 

同
じ
く
令
和
４
年
７
月
か
ら
は
新
聞
も
見
な

い
③ 

ヨ
ガ
は
毎
週
１
回
、
か
か
さ
ず
に
続
け
た

　
集
中
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
気
分
転
換
や
体

力
づ
く
り
の
た
め
に
、
適
度
な
運
動
や
散
歩
は
効
果

的
だ
と
思
い
ま
す
。

科
目
ご
と
の
攻
略

⑴

　
労
働
法
３
科
目
は
、
30
点
中
21
点
は
必
要
で
す
。

な
ぜ
な
ら
社
一
・
労
一
、
健
保
（
健
康
保
険
法
）、

年
金
は
難
易
度
に
よ
っ
て
７
点
を
確
保
し
に
く
い
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
労
衛
法
（
労
働
安
全
衛
生

法
）
に
つ
い
て
は
３
問
中
２
問
は
正
解
で
き
る
よ
う

に
き
ち
ん
と
学
習
し
、
サ
ブ
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

⑵

　
労
災
法
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）
は
ど
の
よ

う
な
問
題
が
出
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
労
働
保
険

徴
収
法
は
最
低
で
も
６
点
中
４
点
は
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
過
去
問
は
必
ず
解
く
。
ま
た
、
サ
ブ
ノ

ー
ト
も
作
成
し
ま
し
た
。

⑶

　

労
一
の
白
書
（「
厚
生
労
働
白
書
」「
労
働
経
済

白
書
」）
対
策
は
絶
対
優
先
事
項
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
時
間
／
イ
ン
プ
ッ
ト
時
間
の
効
率
性

が
一
番
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ

の
た
め
、
過
去
問
や
『
講
義 

社
労
士
合
格
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
』、
ク
レ
ア
ー
ル
の
白
書
講
座
、
安
全
衛
生
普

及
セ
ン
タ
ー
、
月
刊
社
労
士
受
験
な
ど
か
ら
サ
ブ
ノ

ー
ト
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
本
番
で
は

白
書
の
問
題
を
３
問
中
３
問
と
も
正
解
し
ま
し
た
。

⑷

　
国
年
と
厚
年
（
厚
生
年
金
保
険
法
）
は
セ
ッ
ト
で

覚
え
ま
し
た
。
老
齢
・
障
害
・
遺
族
年
金
は
比
較
し

な
が
ら
覚
え
る
→
自
分
の
サ
ブ
ノ
ー
ト
が
必
要
。

　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
時
間
／
イ
ン
プ
ッ
ト
時
間
の
効
率

が
一
番
悪
い
で
す
が
、
最
低
で
も
20
問
中
12
問
は
得

点
し
て
お
か
な
い
と
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
３
月
末
ま
で
に
は
理
解
し
、

サ
ブ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
ほ
う
が
効
果
的
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
は
毎
日
10
分
で
も
目
を
通
す

こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
試
験
当
日
は
国
年
→
厚
年
の
順
番
に
解
く

と
私
は
決
め
て
い
た
の
で
、「
択
一
式
の
こ
の
２
科

目
で
失
敗
し
た
ら
落
ち
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
常

に
意
識
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
結
果
は
20
問
中
13
問

と
、
令
和
３
年
度
と
同
じ
得
点
で
し
た
。
14
問
取
れ

な
か
っ
た
た
め
50
点
に
到
達
し
な
か
っ
た
の
が
大
変

残
念
で
す
。

こ
れ
か
ら
令
和
５
年
度（
第
55
回
）�

社
労
士
試
験
を
受
験
さ
れ
る
方
へ

⑴��

サ
ブ
ノ
ー
ト
の
作
成�

～
最
後
の
３
カ
月
が
大
事
～

　
こ
こ
で
ど
れ
だ
け
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
か
で

す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
３
月
末
ま
で
に
一
通

り
の
ポ
イ
ン
ト
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を
法
律
ご
と
に
ま
と

め
て
、
サ
ブ
ノ
ー
ト
を
作
っ
た
ほ
う
が
悩
ま
な
く
て

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ノ
ー
ト
の
見
開
き
の
左
右
の
ペ
ー
ジ
に

「
左
側
に
は
要
件
、
条
文
の
記
入
」「
右
側
に
は
ポ

イ
ン
ト
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、
過
去
問
な
ど
で
ミ
ス
し
た

と
こ
ろ
」
な
ど
、
気
を
つ
け
る
べ
き
と
こ
ろ
を
記
入

す
る
。《

ご
参
考
ま
で
に
…
…
》

　
私
は
令
和
３
年
10
月
～
４
年
１
月
末
、『
講
義 

社

労
士
合
格
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
の
全
走
破
を
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、
ポ
イ
ン
ト
を
書

か
ず
に
レ
ジ
ュ
メ
を
走
査
し
た
だ
け
の
た
め
、
そ
の

時
点
で
は
理
解
し
た
も
の
の
、
結
局
ほ
と
ん
ど
記
憶

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
ブ
ノ
ー
ト
を
作
り
始
め
た

妹尾芳郎先生

ひょうご税理士法人代表。67歳。
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⑸�

試
験
当
日

① 

選
択
式
は
労
基
か
ら
国
年
の
問
題
文
の
順
番

② 

択
一
式
は
国
年
→
厚
年
→
労
基
→
健
保
の
順

番
　
　
私
は
上
記
の
順
番
で
問
題
を
解
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
結
果
的
に
よ
か
っ
た
で
す
。
国
年
・
厚

年
は
疲
れ
が
出
な
い
う
ち
に
解
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
模
擬
試
験
の
時
か
ら

実
行
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
年
金
２
法

は
体
系
的
に
勉
強
し
て
お
か
な
い
と
、
う
っ
か

り
ミ
ス
で
失
点
す
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
か
ら

で
す
。

③ 

必
ず
見
直
す
、
最
後
ま
で
解
い
た
ほ
う
が
よ

い
　
　

時
間
が
な
く
て
択
一
式
は
で
き
な
か
っ
た

…
…
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
常
に
時

間
を
意
識
し
て
問
題
を
解
く
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。
瞬
間
的
に
ポ
イ
ン
ト
や
キ
ー
ワ
ー

ド
が
頭
に
浮
か
ぶ
状
態
で
あ
る
こ
と
が
ベ
ス
ト

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
サ
ブ
ノ
ー
ト
を
作
成

す
る
こ
と
は
大
変
効
果
的
で
す
！

社
労
士
合
格
後
の
方
向
性

　
社
労
士
法
人
を
令
和
４
年
12
月
１
日
に
立
ち
上
げ

ま
し
て
、
ま
ず
は
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
等

に
特
化
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
給
与
計
算
、

人
事
・
労
務
問
題
、
社
会
保
険
手
続
き
、
年
金
関
係

を
扱
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
今
か

ら
で
は
地
域
№
１
に
は
到
底
な
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　
現
在
は
、
助
成
金
専
門
社
労
士
と
し
て
開
業
７
年

で
、
１
２
０
０
コ
ー
ス
（
14
億
円
）
の
助
成
金
申
請

実
績
を
持
つ
山
上
幸
一
先
生
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

で
教
え
を
受
け
な
が
ら
堅
実
に
展
開
を
進
め
て
い
ま

す
。最

後
に
…
…

　
人
間
に
も
、
動
物
や
植
物
に
も
「
旬
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
「
旬
」
に
あ
た
る
年
は
、
誰
で
も
合
格
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
旬
は
何

回
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
運
よ
く
３
回
目
で
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
お
そ
ら
く
今
回
が
私
の
旬
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
回
不
合
格
だ
っ
た
ら
、
一
生
受
か
ら
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。

　
社
労
士
試
験
は
た
と
え
択
一
式
が
で
き
た
と
し
て

も
、
選
択
式
が
１
科
目
で
も
２
点
な
ら
「
不
合
格
」

で
す
。
わ
ず
か
な
点
数
差
で
合
否
が
分
か
れ
、
ま
さ

に
天
国
と
地
獄
が
紙
一
重
と
い
う
過
酷
な
試
験
で
す
。

生
半
可
な
気
持
ち
で
取
り
組
む
と
痛
い
目
に
遭
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
「
不
合
格
」
を
繰
り
返
す
の
は
時

間
の
無
駄
、
人
生
の
無
駄
遣
い
で
も
あ
り
ま
す
。
国

家
試
験
は
合
格
し
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
今
年
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
と
覚
悟
を
決

め
ま
し
た
。
公
認
会
計
士
の
二
次
試
験
の
と
き
も

同
じ
気
持
ち
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、「
も
う
こ
れ

以
上
、
二
度
と
社
労
士
の
受
験
勉
強
を
し
た
く
な

い
！
」
と
思
う
く
ら
い
、
老
化
し
た
脳
が
パ
ン
ク
す

る
ほ
ど
詰
め
込
み
ま
し
た
。

　
結
局
は
基
本
的
事
項
を
地
道
に
や
り
続
け
る
こ
と
、

そ
し
て
労
一
、
社
一
の
よ
う
な
科
目
に
つ
い
て
は
白

書
対
策
と
広
く
浅
い
知
識
の
プ
ラ
ス
α
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
最
後
に
幸
運
の

女
神
が
ほ
ほ
笑
ん
で
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
プ
ラ
ス
思
考
＋
素
直
＋
勉
強

好
き
」
で
す
。
社
労
士
試
験
に
今
ま
さ
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
あ
る
い
は
挑
戦
を
考
え
て
い
る
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
プ
ラ
ス
思
考
で
、
あ
き
ら
め
ず
、

地
道
に
勉
強
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
、
長
文
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
お
つ
き
あ
い
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


